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会 議 記 録  （概 要） 

 

高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公表します。 

 

会議名 令和６年度第３回高松市総合都市交通計画推進協議会 

開催日時 令和７年２月２１日（金）１５時～１５時３０分 

開催場所 高松市防災合同庁舎 ３０１会議室 

議題 議事 

（１）会長・副会長の選任について 

（２）バタクスの定時運行（実証事業）及び区域運行 

（社会実装）の状況報告について 

（３）その他 

公開の区分 ■ 公開   □ 一部公開   □非公開 

上記理由 － 

出席委員 土井会長、紀伊副会長、藤本委員、斎藤委員、木村委員、川﨑委員、前

田委員、古川康造委員、土井委員、上枝委員、多田委員（代理：横田）、

片庭委員、菊池委員、十川委員（代理：小野）、仲西委員、板東委員、

大西委員、形部委員、松田委員、溝渕委員 

オブザーバー：谷藤課長、奥村課長 

（欠席者：新居委員、古川和毅委員 ２名） 

傍聴者 ８人（傍聴席：１０席を確保）、報道４人 

担当課及び連絡先 交通政策課 087-839-2138 

 

審議経過及び審議結果 

開会 

（事務局） 

 本日は、委員の半数以上が出席しているため、当協議会設置条例第６条第２項の規定により、

会議は成立している。 

 

１ 議事 

 次の議事について協議し、下記の結果となった。 

（１）会長・副会長の選任について 

高松市総合都市交通計画推進協議会条例第５条第１項の規定により、会長及び副会長の互選に

より次のとおり決定した。 
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会 長：土井委員 

副会長：紀伊委員 

 

（２）バタクスの定時運行（実証事業）及び区域運行（社会実装）の状況報告について 

   ・・・事務局から説明（資料１） 

（会 長） 

この資料について、ご意見・ご質問はあるか。  

   ・・・意見なし 

   

（３）その他  

 事務局から説明（資料２ レンタサイクル事業について） 

（会 長) 

この資料について、ご意見・ご質問はあるか。  

 (委 員) 

 レンタサイクル事業については、導入した当初は画期的だと思った。高松市の過去の利用推移

を見ると平成２４年に３４万人の利用があったが、２５年から大きく減少している。２４年と２

５年において内訳を比較すると、１か月定期、３か月定期の利用者は増加したが、一時利用者が

２４年は２１万人の利用があったのに対し、２５年からは１６万人とあり５万人減少している。 

令和４年度からは、アプリを導入しているが、それについてもうまく受け入れられていないよ

うに思う。コストを見ているとシステム改修費が増加している。また、電動付き自転車の導入に

ついては、高松市は平坦な道が多く、必要性はあまり感じない。ここで原点に立ち返り、シンプ

ルにしてはどうか。流行ではあると思うが、再度、見直しを行い、問題点の検討をしていただき

たい。 

また、駐輪場の管理について、昔は人が管理しているところも多く、盗難等の抑止にもなって

いたと思う。行政には広い目でレンタサイクル事業というものをご検討いただきたい。 

（事務局） 

 レンタサイクルの利用者の減少は、ご指摘のとおり、スマートフォンのシステムを導入したこ

とによる利用離れの可能性もある。しかし、一定の税金を投入する上では、料金の改定を含めて、

事業の効率性を確保していくことは当然必要である。効率化を図っていく上で、やはり、DXは

効果的であると考えている。有人対応となると、人件費等のコストがどうしてもかかってしまう。

以前と比べ状況が変化してきていることとして、市内でも、民間のシェアサイクルのサービス事

業者が参入してきている。これは高松市がレンタサイクル事業を始めた当初とは異なった状況で

ある。したがって、社会の環境の変化を踏まえて、行政が担う役割も変化している面もあると思

っている。また、官民連携によって、いろいろな課題を解消していく必要もあろうかと思う。今

回の意見を踏まえて、いろいろな手法を試みながら、情勢も踏まえて検討し直そうと考えている。

この協議会の部会等を活用し、意見をすり合わせながら、より良い事業形態にしていきたいと考

えている。 
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（会 長） 

 基本に立ち帰ってというところで、放置自転車も減少していると聞いているので、放置自転車

を再利用する効果も薄れてきているように思う。 

（事務局） 

 ご指摘のとおり、放置自転車の数はかなり減ってきている。そういった車両を活用することも

減ってきている。そういう状況を見ると、レンタサイクル利用者と放置自転車の両者の因果関係

が薄れてきており、マナーが改善されてきている状況である。その面では、レンタサイクル事業

は一定の役割を終えていると考えている。このような状況を含めて検討していきたい。 

（委 員） 

 本市のレンタサイクルは、放置自転車を再利用し、コストをかけずに貸し出し用の自転車を確

保するということであって、放置自転車の減少と結びつける必要はないと思う。 

（委 員） 

 民営化してうまくいくようならそれもよいと思う。利用者としては、観光客や学生が多いと思

うので、利用形態も踏まえて検討してほしい。 

  

事務局から説明（資料３ 地域公共交通運行特別支援事業について） 

 

事務局から説明（資料４ 駐車場満空情報アプリケーションについて） 

（会 長) 

この資料について、ご意見・ご質問はあるか。  

（委 員） 

 高松琴平電気鉄道（株）では、県立アリーナ関係の様々なイベントを踏まえて、臨時列車の走

行を検討している。詳細については、弊社のホームページに掲載しているので、ぜひ、ご利用し

ていただきたい。 

（委 員） 

高松市の特別支援事業について、今年度も、タクシー協会へ支援をいただけることについて、

感謝申し上げる。 

高松市におけるタクシー運転手の採用状況は昨年１月から１２月までの間、１４７名採用、６

７名退職の８０名増員となった。採用した１４７名の平均年齢は５３．９歳で、香川県のタクシ

ー運転手の平均年齢は６３歳ということと比較すると、若い人材をこの一年間で確保することが

出来た。タクシー事業者にとっては嬉しいことであり、今後も若い人材の雇用に繋げていきたい。 

今回の採用増になった要因として、現在、採用している運転手の知人等の紹介、優良求人サイ

トへの求人、ハローワークによる会社の事業説明会に参加している会社もあった。また、待遇面

については、最近は各社柔軟に対応している。これらによって採用に繋がっていると思っている。

タクシー事業者としても、若い人材を採用していきたいと思っている。今後の採用状況について

も、次回の協議会で報告させていただきたい。 

（会長） 

 ほかに、ご意見・ご質問はあるか。 

   ・・・意見なし 
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事務局からの連絡事項 

  

本協議会の交通機能部会、交通結節部会、市民啓発部会について説明。 

部会の開催については、案件等に応じて適宜開催する予定であり、開催時には事前に案内させ

ていただく。 

次回協議会は、５月の開催を予定している。なお、具体の日程については、改めて調整させて

いただきたい。 

 

閉会 

以 上   

 


